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～役所さんちの家計簿～
　平成１８年度決算状況を、昨年度に引き続き｢役所さんちの

家計簿」に例えてお知らせします。

　前の年度（１７年度）とどのように変わったでしょうか？

　なお、役所さんちの家計の額は市の決算額に係数

（１/２,５００）を乗じています。

宇 土 市 の 家 計 簿

収　入（歳入）

構成比
（％）

市の歳入（一般会計）役所さんちの収入

Ｈ１７比増減Ｈ１８年度Ｈ１７比増減Ｈ１８年度

２６.７▲３,４７６万円３５億　　４８０万円地方税▲１万４千円１４０万２千円基本給

お父さんの

給与
３７.８▲２億３,９００万円４９億５,７２３万円

地方交付税、各種

交付金
▲４万３千円２７８万６千円諸手当

１５.３１億３,１８１万円２０億　　８３５万円国県支出金

７.６▲１,２１７万円１０億　 　４８万円
使用料・手数料、分担

金・負担金、諸収入
▲５千円４０万       円

お母さんのパート

収入

０.２４１万円２,０８０万円寄附金、財産収入－    ８千円その他臨時収入

９.７▲２億 　９５０万円１２億７,９５０万円地方債▲８万４千円５１万２千円ローンの借入

１.３１,０１４万円１億７,７１６万円繰越金４千円７万１千円前年の残金

１.４▲１億 　６９６万円１億８,１２８万円繰入金▲４万２千円７万３千円貯金の引き出し

１００.０▲４億６,００２万円１３１億２,９５９万円合　　計▲１８万４千円５２５万２千円合　　計

※市の歳入歳出は端数処理のため計が一致しない場合があります。

支　出（歳出）

構成比
（％）

市の歳出（一般会計）役所さんちの支出

Ｈ１７比増減Ｈ１８年度Ｈ１７比増減Ｈ１８年度

２０.０１億５,５７９万円２６億　　５０８万円人件費６万２千円１０４万２千円食糧費

１８.６８,６２２万円２４億２,０６９万円扶助費３万４千円９６万８千円医療費や長女の学費

１５.４▲５億６,８７４万円２０億　　７１８万円公債費▲２２万７千円８０万３千円ローンの返済

７.７▲１億４,３６７万円１０億　　３４５万円物件費▲５万８千円４０万１千円生活雑費

０.８▲５６２万円１億　　２５５万円維持補修費▲２千円４万１千円
家や庭の手入れ・修

繕など

１４.０１億５,２４０万円１８億２,４７３万円普通建設事業費６万１千円７３万　　円
家の増改築や家財

道具購入

０.８９,５８９千円９,９６９万円災害復旧費３万８千円４万　　円
地震・台風災害の応

急処置

８.４▲１億　　９７万円１０億９,０５５万円繰出金▲４万１千円４３万６千円長男への仕送り

１１.８▲４,４３５万円１５億２,７８６万円補助費等▲１万８千円６１万１千円
区費やサークル・会合への会

費や同僚との付き合いなど

０▲１,２４８万円２８０万円積立金▲５千円１千円貯金

２.５▲８８０万円３億２,２９０万円投資及び出資金▲４千円１２万９千円株式投資

１００.０▲３億９,４３２万円１３０億　７４７万円合　　計▲１６万円５２０万２千円合　　計
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問い合せ先　市財政課財政係　緯鰻１１１１（内線２２３１・２２３７）

よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくああああああああああああああああああああるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質よくある質問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問 みなさんからよくお尋ねがあることについてお答えしまみなさんからよくお尋ねがあることについてお答えしますす

収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入のののののののののののののののののののの状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況収入の状況ははははははははははははははははははははは 役所さんち全体で１８万４千円減ってしまいまし役所さんち全体で１８万４千円減ってしまいましたた

◆お父さんの給料が５万７千円減少しました。

地方税では法人税が約３,９００万円、固定資産税が約８,９００万円減少し、地方交付税

も大幅に減少（約３億７,９００万円減）しています。

◆ローンの借入も８万４千円減少しました。

公債費の将来負担を軽減するため、起債発行額を抑え約２億１,０００万円減額しました。

支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出のののののののののののののののののののの状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況支出の状況ははははははははははははははははははははは 収入が減少したので支出も抑制しまし収入が減少したので支出も抑制しましたた

◆ローンの返済額が２２万７千円減少しました。

過去に行った普通建設事業の借金（起債）の返済額がピークを過ぎたため、毎年の返済額が約２億

４,１００万円減少しました。また平成１７年度には将来の財政負担軽減のため約３億２,８００万円の繰上

償還をしていましたので、平成１８年度は合計で約５億６,９００万円減少しました。

◆食糧費は６万２千円増加しました。

人件費が前年と比較し、約１億５,６００万円増加しています。これは退職者が多く、退職金が増加し

たためです。なお、職員給は職員数削減により約４,９００万円減少しています。

◆家の増改築や家財道具の購入費用が６万１千円増加しました。

小・中学校のバリアフリー化事業、スポーツ施設等のリニューアル事業、宇土駅周辺地区の整備事

業などにより、普通建設事業費が約１億５,２００万円増額となっています。

◆地震・台風発生時の家の応急処置費が３万８千円増加しました。

６、７月の集中豪雨などによる被害の復旧費用として約９,６００万円増額となっています。

◆日常生活に必要な生活雑費を５万８千円削減しました。

平成１６年１１月に策定した財政健全化推進プランの取り組みを進めており、物件費は

約１億４,４００万円減少しています。

◆おじいさんの医療費、長女の学費が３万４千円増加しました。

社会福祉充実のための「扶助費」が約８，６００万円増加し、１０年前の約１.６倍となって

います。この伸びは今後も継続するものと予測しています。

Ｑ　「財政再建団体」という言葉を聞くけど、宇土市は大丈夫なの？

Ａ　財政再建団体とは財政状況の悪化により国の管理下で財政再建をすすめる団体の

ことで、市が行う事業に大幅な制限が出てきます。

　これに該当する基準となるのが、市町村の場合、標準財政規模に占める実質収支

の赤字額が２０％以上となっています。宇土市の場合、平成１８年度決算の標準財政規

模が７８億８,７９６万６千円ですので実質収支の赤字額が約１６億円以上となれば該当

するのですが、実質収支は黒字で２,００９万７千円となっており、今後も計画的な財画 臥蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊
政運営を行うことで、直ちに財政再建団体となるということはありません。
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よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくああああああああああああああああああああるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質よくある質問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問 みなさんからよくお尋ねがあることについてお答えしまみなさんからよくお尋ねがあることについてお答えしますす

財政健全化推進プランの取り組財政健全化推進プランの取り組みみ
平成１６年１１月から財政健全化推進プランの取り組みを進めていますが、平成１８年度決算では、歳入、歳

出合わせて約４億３,５００万円の効果がありました。

歳　入 歳　出

効果額財政健全化推進プランの取り組み
１,２００万円増加市税・使用料等の徴収率向上

１,０００万円増加市有財産の有効活用

３００万円増加受益者負担金の見直し

２,５００万円増加合　計

効果額財政健全化推進プランの取り組み
１億７,８００万円削減特別会計繰出金の抑制

７,４００万円削減市単独補助金の見直し

６,０００万円削減効果的な外部委託

５,７００万円削減職員数の削減

３,７００万円削減内部管理経費の削減

４００万円削減市議会経費の見直し

４億１,０００万円削減合　計

　なお、今後も財政健全化推進プランの取り組みを継続することで、引き続き、健全化に努めていくこ

ととしていますので市民の皆さまのご理解、ご協力をお願いします。

Ｑ　宇土市の財政健全化はすすんでいるの？今後はどうなるの？　

Ａ　本市の財政状況は平成１６年からの三位一体の改革により非常に厳しい状態とな

りましたので、宇土市財政健全化推進プランを策定し、さまざまな取り組みを行っ

てきました。その結果、平成１８年度決算においては約４億３,５００万円の改善効果が

あったと試算しています。

　　また、自治体の財政状況を図るものさしとしてさまざまな財政指標がありますが、

「経常収支比率」と「実質公債費比率」について現在の状況を説明します。

経常収支比率…９６．６％（H１７）から９５．１％（H１８）へ１.５ポイント良くなりました。
　市が自由に使いみちを決めることができる一般財源（市税、地方交付税等）を、経常的に支出しなければな

らない経費（人件費、扶助費、公債費等）にどれくらい充てているかという割合になります。この割合が高く

なるほど、他の経費に回す財源の余裕がなくなり財政的に厳しい状態と言えます。平成１８年度決算においては

１.５ポイント低下しており、今後も低下していくと予測しています。

県内市の平均値　９４．５％(H１７)から９４．６％(H１８速報値)へ

実質公債費比率…１６．７％（H１７）から１８．７％（H１８）へ２ポイント悪くなりました。
　市の歳入に対する借金返済額（公債費）の比率を示すもので、特別会計での借金返済に対する一般会計から

の支出なども算定に加えており、この割合が上昇すると、借金の返済に追われた財政運営であるということが

できます。平成１８年度においては算定方法の変更の影響を受け、２.０ポイント上昇していますが、起債償還額

は減少していく予定であり、今後、比率は低下していくと予測しています。

県内市の平均値　１５．３％(H１７)から１５．８％(H１８速報値)へ

特別会計の決算状特別会計の決算状況況
一般の歳入歳出と切り離して経理している特別会計の決算状況です。

対前年度伸率１８年度決算会計区分対前年度伸率１８年度決算会計区分
▲５.８％３９億１,６９９万６千円歳入

老人保健医療
９.７％４０億８,３７９万３千円歳入

国民健康保険
▲５.８％３９億１,６９９万６千円歳出９.６％４０億７,８２８万　　円歳出

▲０.１％２３億５,８７７万　　円歳入
介護保険

▲１.５％１億２,０４５万１千円歳入
簡易水道事業

▲０.３％２２億８,８６９万２千円歳出２１.９％１億２,０２９万５千円歳出

４１７.３％８,５２０万　　円歳入漁業集落排水施

設整備事業

２４２.０％４３３万６千円歳入
奨学基金

５９９.９％８,４４２万６千円歳出２６１.３％４３３万６千円歳出

交通災害共済事業特別会計は平成１７年度末で廃止しました。
２.６％１１億８,１６８万４千円歳入

公共下水道事業
２.７％１１億５,７３１万　　円歳出

大きな増減（前年度比１０％以上）があった特別会計の決算概要は次のとおりです。

簡易水道事業…平成１８年度は平成１７年度決算における剰余金を財政調整基金（貯金）へ約７８０万円積み立てました。
また、簡易水道台帳システム整備などの委託料が約１,１００万円増加しました。

奨学基金…平成１８年度に３００万円の寄附金があり、全額を奨学基金（貯金）に積み立てました。
漁業集落排水施設整備事業…平成１８年度は用地埋立、護岸工事を行ったため、工事請負費が約５,８００万円増加しました。


